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アキラは小学生。「温暖化で100年後の地球はどうなる ?」という宿
題を出された日、家の近くの神社で奇妙なひとりの老人にあった。
その人は100年後の未来から来たという。しかもアキラの息子だと
……。老人は100年後の地球を救うには、今の時代から二酸化炭素
の排出を減らして欲しいと訴える。さらに、アキラ一家の地球環境
を考えない今の生活を見直せば、 1年間で10万円もお金がたまるか
もしれないと聞かされ、早速、大張りきりでエネルギー節約大作戦
を始めるが、すぐにギブアップしてしまう。すると再びあの老人が
現れ、100年後の悲惨な地球の姿を示して、無理せず自分たちで出
来ることからやって欲しいとアドバイス｡ お母さんのリーダーシッ
プで、再スタートをしたアキラ一家だった。
　そして、ついに 1年後、その成果が明らかになる日が来た。お金
は目標額に及ばなかった……。しかし、 1年前の家族ではなくなっ
ていた。新しい価値観で生活をみつめ、地球環境の未来に関心を持
つエコファミリーが誕生したのだ。
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現在、地球環境が大きな問題になっているにもかかわらず、問題が
大きすぎて個々の問題としてとらえにくくなっている。大人も子ど
もも環境問題を身近な問題にひきよせて考え、身のまわりのできる
ことから始められる環境学習教材を制作した。
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